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松本市民生委員・児童委員協議会

会長　草深邦子

第 94 号
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支えあう　住みよい社会　地域から
～一斉改選に向けて～

あなたのまちの民生委員・児童委員あなたのまちの民生委員・児童委員
活動の紹介活動の紹介

民生委員・児童委員の引き継ぎは計画的に：民生委員・児童委員の引き継ぎは計画的に：
アンケート調査結果からアンケート調査結果から

令和６年度　民生委員・児童委員令和６年度　民生委員・児童委員
実態調査結果報告実態調査結果報告

私たちにできること私たちにできること

令和６年度　民生委員・児童委員令和６年度　民生委員・児童委員
全体研修　全体研修　
助け上手・助けられ上手な助け上手・助けられ上手な
地域づくりを地域づくりを

〈写真で見る各地域の取り組み〉〈写真で見る各地域の取り組み〉
中山地区　高齢者 健康のつどい中山地区　高齢者 健康のつどい
本郷地区　南郷ひろば 音楽を楽しむ会本郷地区　南郷ひろば 音楽を楽しむ会
南部ブロック　成年後見人制度の学習会南部ブロック　成年後見人制度の学習会
河西部ブロック　奈川獅子の演舞を鑑賞河西部ブロック　奈川獅子の演舞を鑑賞
東山部ブロック　朗読劇を見て各地区の課題を意見交換東山部ブロック　朗読劇を見て各地区の課題を意見交換

編集後記編集後記
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あなたあなたののまちまちのの民 生 委 員・児 童 委 員 活動の紹介民 生 委 員・児 童 委 員 活動の紹介

　地区の人とのつながりは、私は商売をしていますので
知らない人はいないといってもいい位です。訪問に行く
と待っていたよ、反対に元気でいいね等と言われ励まさ
れている位です。児童委員は子供が少なく 3年間で１人
生まれただけで、小中学校全員で 12名、民生委員は学
校の行事もすべて参加し、全校でのわらびとりは地区の
人が参加してくれて 270キロのわらびが取れました。高
齢者が多い地区ですが、皆さん畑仕事をやっていて作物
をいただいてきたりしています。多くの人と出会い話を
し、充実した３年間でした。皆さんに感謝です。

奈川地区奈川地区

（奥原　操）

民  ４  ４  主  １  １ 世   285  285

頼りにされる“民生委員”になりたい！
　高齢独居者・老々世帯の安否確認訪
問、未入園児対象の「おひさま」、小
学校の校外学習支援や休憩時間の遊び
相手、高齢者施設でのボランティアなど
や、更生保護女性会への支援まで、「赤
ちゃん～高齢者まで！住み良い地域づく
り」の一助になれば !!と頑張っています。

梓川地区梓川地区

（田原　則人）

民  23   23   主  ２   ２  世 4,8414,841

伝統の制服　100周年記念事業の寄稿では、
定例会冒頭での民生委員児童委員信条の朗
読を特色として紹介しましたが、もう一つ紹
介したいものがあります。それは、「伝統の
制服」です。昭和の時代から先輩民生委員か
ら引き継がれてきたものです。強制するもの
ではありませんが女性は夏用と冬用があり波
田地区の象徴でもあります。組織の一体感が
醸成され会議等の折に着用しています。

波田地区波田地区

（古波田　守）

民  28   28   主  ２   ２  世 6,4376,437

　今井地区は、市の南西部に位置し果
樹や野菜栽培などが盛んな地域です。
総勢 8人の少人数の利点を生かして、
定例会ではそれぞれの悩みを率直に出
し合い、地区生活支援員さんとも連絡
をとりながら地域の課題について向き
合っていくようにしています。

今井地区今井地区

（花岡　光男）

民  ７   ７   主  １   １  世 1,5741,574

安心・安全な生活を送れる「きづな」
作りを目指して
　内田地区は松本市の東南部に位置
し、歴史・文化・豊かな自然が調和す
る、やまふところの郷です。高齢者や
一人暮らし、気になる家庭に工夫をこ
らし訪問活動をしています。
　今後も地区の人から何でも相談され
ること目指し活動していきます。

内田地区内田地区

（百瀬　博久）

民  ４   ４   主  １   １  世 1,0121,012

市域の西部に位置する安曇地区
　松本市の 41％を占める面積を持ち集
落は梓川沿いや乗鞍高原などに点在して
います。民生委員活動は車がないと町会
間を移動できない地域です。特に厳冬期
には積雪も多く車道も歩道も凍結します
ので防寒対策をして子供たちの見守りや
高齢者宅の訪問を行っています。

安曇安曇地区地区

（上條　祐史）

民  ７  ７  主  １  １ 世   715  715

　北アルプス連峰を一望できる、自然に恵ま
れた住宅地です。民生委員児童委員は地域の
行事に積極的に参加協力をしています。地域
の人と交流を図り、子育て・高齢者の相談に
のり、一人暮らし高齢者の見守りや声かけを
して孤立防止に努めています。お互いの信頼
関係を深めて困り事の相談にのり、より良い
「つなぎ」役として住みなれた土地で安全安
心に暮らせる街づくりを目指しています。

松原地区松原地区

（目黒　弘）

民  ５   ５   主  １   １  世 1,2971,297

民  … 民生委員・児童委員の定数民生委員・児童委員の定数
主   … 主任児童委員の定数主任児童委員の定数
世  … R7.08/01 時点の世帯数R7.08/01 時点の世帯数
（　）内、各地区報告者（敬称略）（　）内、各地区報告者（敬称略）

安曇安曇
梓川梓川

波田波田

奈川奈川

松本市 35地区
（内　17地区掲載
 他の18地区は 93号に掲載）
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松本市民生委員・児童委員協議会

あなたあなたののまちまちのの民 生 委 員・児 童 委 員 活動の紹介民 生 委 員・児 童 委 員 活動の紹介

発展する芳川地区
　芳川地区は松本市の南部に位置し、８
町会で人口は約 17,000 人です。高齢化
率は 22.4％で松本市の 28.6％と比して
大変若いのが特徴です。農業、工業、商業、
住宅地と適度に混在し交通機関もＪＲが
２駅あり、発展地域の一つだと思います。
民生委員は 31 名　高齢者、子供、要支
援者等立場の弱い人の側に立って活動致
しております。

芳川地区芳川地区

（中澤　伸一）

民  29   29   主  ２   ２  世 8,3238,323

　寿地区の 24名の委員は、公民館、福
祉ひろばとガッチリ手を組み、寂しいお
年寄りは作らない、を目指しています。
殆ど毎月、主任児童委員と地区担当委員
の馴染みのペアで「赤ちゃん訪問」し若
い母子を見守ります。全ての委員で情報
共有をモットーにしています。

寿地区寿地区

（濵　俊博）

民  22   22   主  ２   ２  世 6,1816,181

　寿台は８町会からなる高齢化率が高
い地区です。民生活動の基本的考えと
して住民と行政の確実な橋渡しを第一
にお願いしています。また仕事をして
いる方が多いので先ずは自分の生活を
守ってから活動する様にと話していま
す。

寿台地区寿台地区

（柴田　康光）

民  12   12   主  １   １  世 1,2561,256

　島内地区は松本市の北西部に位置し、町
会数は 20町会からなり、地域福祉の拠点
として、福祉ひろばを中心に様々な事業を
行っており交流が盛んです。私達 25名委
員は住民の相談相手として活動しており、
定例会では関係機関からの連絡事項で終わ
らない様に地区での問題点、困り事など提
起し解決にむけて話し合っています。

島内地区島内地区

（大沢　勝人）

民  23   23   主  ２   ２  世   5,575  5,575

　改めて民生委員の働きの意味・目標
を確認しできることからはじめて、民
生委員の役割への期待に応えたいと思
い総員８名で活動しております。日頃
の活動から、信頼関係をより高めるこ
とが大切かと思っております。

新村地区新村地区

（白田　廣）

民  ７   ７   主  １   １  世 1,3501,350

　地区の社協や福祉ひろばと協力し、
行事に積極的に参加する中で、皆さん
と交流を深め気軽に声をかけ合い、話
し合える関係づくりをめざしていま
す。一人暮らし、高齢者世帯の見守り
も、心がけて活動しています。

神林地区神林地区

（野口　美也子）

民  ８   ８   主  １   １  世 2,0792,079

　松本市の東側に位置し、傾斜地が多
く、高齢化率は50%弱で、地区内に
は何世代も続く人たちの暮らす市街化
調整区域と平成に造成された住宅地が
あります。協力的な地域の人たちと公
民館・地域づくりセンター・連合町会、
小中学校や保育園等との連携を大切
に、見守り活動等に取り組んでいます。

中山地区中山地区

（百瀬　佳典）

民  ８   ８   主  １   １  世 1,3761,376

　田園が広がるのどかな和田地区です
が、高齢化と共に不便に感じる事も増
えてきています。これからも地域の身
近な相談相手として地域団体や行政
機関とのネットワークづくりに努め、
やっぱり和田に住んで良かったと思わ
れるよう９人の仲間と共に力を合わせ
て活動していきます。

和田地区和田地区

（川窪　茂）

民  ８   ８   主  １   １  世 1,5121,512

民生児童委員としての学び
　笹賀地区民生児童委員は昨年、社会福祉法
人アンサンブル伊那への視察研修を行いまし
た。ここでは知的障害のある方々が、仕事を
もって社会参加をし、自立して生活していま
す。「親亡き後」の難しいテーマにも取り組
んでいます。とても勉強になりました。
　地区に貢献でき、視察研修等でたくさんの
ことを学ばせて頂ける民生児童委員の立場に
感謝しています。

笹賀地区笹賀地区

（赤羽　尚雄）

民  17   17   主  ２   ２  世 4,8224,822

住民の支えである民生委員に！
　多様化する課題の中で、委員自身も
仕事や介護に時間を費やさざるを得な
い。活動内容の棲み分けを図りつつ、
相談相手の片脇で、一緒になって解決
のできる活動を目指しています。

 島立地区 島立地区

（北野　憲雄）

民  12   12   主  ２   ２  世 2,9232,923

中山中山

島内島内

島立島立

寿寿

内田内田

芳川芳川

笹賀笹賀

和田和田
新村新村

今井今井

松原松原 寿台寿台

神林神林
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
引
き
継
ぎ
は
計
画
的
に
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら

　

本
年
６
月
に
全
35
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
（
以
下
、
地

区
民
児
協
）
会
長
に
対
し
、「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、
委
員
）

の
新
任
委
員
へ
の
引
き
継
ぎ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
・
集

計
し
た
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
状
況
や
地
区
民
児
協
の

活
動
へ
の
理
解

　

引
き
継
ぎ
の
際
に
最
も
重
要
だ
と

思
う
項
目
の
う
ち
全
35
地
区
か
ら
選

ば
れ
た
割
合
は
、
多
い
順
に
「
地
域

住
民
の
状
況
（
支
援
対
象
者
リ
ス
ト

な
ど
）」「
地
区
民
児
協
の
活
動
」「
活

動
の
や
り
が
い
」が
続
き
ま
し
た（
図

１
）。

　

そ
の
他
記
載
事
項
と
し
て
、
下
記

の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
引
き
継
ぎ
事
項
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
な

い
こ
と

●
活
動
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

決
め
る
ま
え
に
新
任
委
員
に
確
認
す
る
こ
と

●
地
区
民
児
協
の
会
費
な
ど
、
金
銭
負
担
の

有
無
を
周
知
す
る
こ
と

　

自
由
記
述
で
は
、
退
任
委
員
の
経

験
や
困
っ
た
こ
と
を
丁
寧
に
共
有

し
、
一
度
き
り
の
説
明
で
は
な
く
、

ゆ
っ
く
り
と
個
々
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
た
引
き
継
ぎ
を
行
う
こ
と
、
見
守

り
対
象
者
と
の
信
頼
関
係
を
も
と
に

入
手
し
た
情
報
は
慎
重
に
扱
い
な
が

ら
も
可
能
な
か
ぎ
り
引
き
継
ぐ
こ

と
、
地
区
民
児
協
の
委
員
間
や
町
会

（
地
域
住
民
）
と
の
連
携
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

情
報
共
有
、
実
情
に
あ
っ
た
活
動
報

告
の
記
入
例
な
ど
、
新
任
委
員
の
負

担
軽
減
へ
の
配
慮
も
求
め
ら
れ
ま
し

た
。

引
き
継
ぎ
資
料
の
整
理
が
大
切

　

退
任
委
員
か
ら
新
任
委
員
へ
の
情

報
共
有
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に

新
任
委
員
が
困
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

の
割
合
は
、
多
い
順
に
「
引
き
継
ぎ

に
必
要
な
資
料
が
整
理
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
」「
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な

い
コ
ツ
や
習
慣
な
ど
が
共
有
で
き
な

い
こ
と
」「
活
動
記
録
の
記
入
方
法

が
わ
か
ら
な
い
こ
」
と
が
続
き
ま
し

た
（
図
２
）。

　

そ
の
他
記
載
事
項
と
し
て
、
下
記

の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
活
動
中
に
知
り
得
た
個
人
情
報
を
（
守
秘

義
務
の
点
で
）
引
き
継
げ
な
い
こ
と

●
先
輩
委
員
が
新
任
委
員
と
話
し
合
う
機
会

が
少
な
い
こ
と

●
引
き
継
ぎ
資
料
が
多
い
こ
と

先
輩
ま
た
は
退
任
委
員
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い

　

退
任
委
員
か
ら
新
任
委
員
に
ス

ム
ー
ズ
に
活
動
を
移
行
す
る
た
め
の

 

20.0

25.7

37.1

42.9

45.7

57.1

68.6

80.0

0 604020 80

関係書類・物品の返却、廃棄

活動記録・報告書

関係機関・団体との連携方法

町会との連携状況

地域への思い

活動のやりがい

地区民児協の活動

地域住民の状況（支援対象者リストなど）

引き継ぎに重要と回答した地区の割合（％）

図1　引き継ぎの際に重要だと思うこと（複数回答）

20.0

40.0

42.9

45.7

74.3

0 20 40 60 80

退任委員との顔合わせの機会がないこと

関係機関の連絡・連携方法が明確でないこと

活動記録の記入方法がわからないこと

マニュアル化できないコツや習慣などが共有できないこと

引き継ぎに必要な資料が整理されていないこと

新任委員が困ることと回答した地区の割合（％）

図2　新任委員が困ると思われること（複数回答）
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児
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協
議
会

広
報
部
会
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松本市民生委員・児童委員協議会

工
夫
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
項
目
の
割

合
は
、
多
い
順
に
「
先
輩
ま
た
は
退

任
委
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
」「
地
区

民
児
協
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
」「
個
人

情
報
の
管
理
方
法
（
守
秘
義
務
を
含

む
）」
が
続
き
ま
し
た
（
図
３
）。

　

そ
の
他
記
載
事
項
と
し
て
、
下
記

の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
10
月
、
11
月
の
定
例
会
に
新
任
（
予
定
）

委
員
に
も
出
席
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ

と

●
福
祉
ひ
ろ
ば
、
公
民
館
な
ど
の
行
事
や
会

議
・
研
修
会
に
積
極
的
に
出
席
す
る
よ
う
に

勧
め
る
こ
と

●
担
当
地
域
だ
け
で
な
く
、地
区
全
体
の
人
々

の
暮
ら
し
や
思
い
を
知
る
こ
と

委
員
活
動
の
役
割
と
や
り
が
い

●
委
員
は
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
悩
み
を
抱

え
る
人
々
と
行
政
・
専
門
機
関
と
の
「
つ
な

ぎ
役
」
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。

●
委
員
は
「
地
域
の
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
委
員
一
人
で
頑
張
ら
な
く
て
も
、
地
域
全

体
で
住
民
の
見
守
り
・
支
え
合
い
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

●
地
域
の
こ
と
や
住
民
の
生
活
を
知
る
こ
と

で
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と

な
り
、
思
い
が
け
な
い
学
び
や
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
自
ら
の
財
産
に
も
な
り
ま
す
。

●
委
員
活
動
に
は
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
や

り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
活

動
へ
の
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
見
守
り
対
象
者
へ
の
訪
問
を
重
ね
る
こ
と

で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、「
あ
り
が
と
う
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

委
員
活
動
に
必
要
な
改
善
点

●
定
例
会
や
会
議
、
研
修
会
の
重
要
性
は
認

識
し
つ
つ
、「
多
す
ぎ
る
」「
実
践
に
活
か
せ

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
実
用
性
を
重
視
し

な
が
ら
内
容
や
回
数
を
見
直
す
と
と
も
に
、

仕
事
を
し
な
が
ら
委
員
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
配
慮
も
必
要
で
す
。
た
と
え
ば
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信
や
共
有
な
ど

も
有
効
で
す
。

●
活
動
記
録
の
記
入
は
地
域
に
応
じ
た
例
や

工
夫
が
必
要
で
す
。
全
国
で
統
一
さ
れ
た
記

入
例
だ
け
で
な
く
、
行
政
・
市
民
児
協
事
務

局
か
ら
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
記
入
例
の
提

案
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
見
守
り
対
象
者
が
増
え
る
現
状
を
加
味
し
、

対
象
範
囲
を
見
直
し
が
望
ま
れ
、「
75
歳
以
上

の
独
居
に
限
定
し
て
は
」
と
の
声
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
限
定
せ
ず
、
地
域
全
体
の
情
報
を
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
」
と
の
声
も
あ
り
、
見
守
り

対
象
者
の
増
加
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
委
員
間
や
地
域
住
民
と
の
連
携
を
深
め
る

こ
と
で
、
委
員
活
動
の
負
担
を
減
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
と
の
声
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
企
業

や
地
域
住
民
の
協
力
が
欠
か
せ
ず
、
地
域
住

民
の
委
員
活
動
へ
の
理
解
促
進
が
必
要
で
す
。

●
委
員
自
身
が
新
任
委
員
を
探
さ
な
け
れ
ば

委
員
を
や
め
ら
れ
な
い
現
状
か
ら
、
地
域
住

民
に
よ
る
推
薦
制
度
の
導
入
な
ど
、
担
い
手

確
保
に
向
け
た
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
と
め

　

委
員
活
動
は
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
仲
間
（
委
員
、
地
域
住
民
）
と
と

も
に
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
初
年
度
は
全

体
の
流
れ
が
つ
か
み
に
く
い
の
で
、

新
任
委
員
が
活
動
に
慣
れ
る
ま
で
退

任
委
員
や
先
輩
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

委
員
活
動
に
は
苦
労
も
伴
い
ま

す
。
し
か
し
「
他
人
の
た
め
に
行
っ

て
い
た
活
動
が
、
自
分
の
た
め
だ
っ

た
」
と
の
気
づ
き
や
、
や
り
が
い
を

見
出
す
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
委

員
が
一
人
で
孤
立
し
た
活
動
に
な
ら

な
い
よ
う
に
「
見
守
り
対
象
者
を
地

域
で
支
え
合
え
る
体
制
づ
く
り
」
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

多
く
の
地
区
で
要
望
が
あ
っ
た

「
引
き
継
ぎ
に
備
え
て
用
意
し
て
お

き
た
い
所
持
品
・
資
料
リ
ス
ト
」
は
、

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
ひ
ろ
ば
』

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
８
月
号　

特
集
「
一
斉
改
選
に
向
け
て
計
画
的

な
引
き
継
ぎ
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

17.1

20.0

34.3

40.0

54.3

74.3

0 20 40 60 80

関係機関の担当者との顔合わせ

活動マニュアルの作成

引き継ぎ時の研修会の実施

個人情報の管理方法（守秘義務を含む）

地区民児協によるサポート

先輩または退任委員によるサポート

工夫が必要と回答した地区の割合（％）

図3　退任委員から新任委員にスムーズに活動を移行するための工夫（複数回答）
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こ
の
調
査
は
、令
和
６
年
７
月
に
、

令
和
７
年
度
の
一
斉
改
選
に
む
け

て
、
市
民
児
協
お
よ
び
単
位
民
児
協

が
活
動
の
実
態
を
把
握
し
、
定
数
要

望
調
査
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
松
本
市
民
児
協
が
実
施
し
た
調

査
で
す
。
自
由
記
述
の
中
で
、
現
状

の
課
題
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か

ら
、
内
容
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

　

自
由
記
述
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
出
現
頻
度
に
応
じ
て
大
き
さ
、
色
を
変
え
、
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
を
近
く
に
配
置
し
て
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

市
民
児
協
・
行
政
・
事
務
局
か
ら

　

こ
の
実
態
調
査
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
も
と
に
、
令
和
７
年
度
に
は

負
担
軽
減
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
一
斉
改
選
に
合
わ
せ
た
11

月
末
ま
で
に
は
負
担
軽
減
策
を
お
示
し
す
る
予
定
で
す
。
よ
り
良
い
環
境
で
ご

活
動
い
た
だ
け
る
よ
う
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
実
態
調
査
結
果
報
告

表 1 訪問活動実態について
Ａ：訪問している 65 ～ 74 歳の
　　1 人暮らし高齢者

必要に応じて 月1～2回 月3回以上

1,409 1,279 15

Ｂ：訪問している
　　75 歳以上の 1 人暮らし高齢者

必要に応じて 月1～2回 月3回以上

1,616 4,109 111

Ｃ：訪問している
　　75 歳以上の老々世帯（合計人数）

必要に応じて 月1～2回 月3回以上

1,239 860 25

Ｄ：その他定期的に見守りが必要な人数

必要に応じて 月1～2回 月3回以上

474 225 14

合　計（A、B、C、D）

必要に応じて 月1～2回 月3回以上

4,738 6,473 165

　訪問活動では、65 ～ 74 歳では
必要に応じて訪問するケースが多い
が、75 歳以上では月に１～ 2 回訪問
するケースが増加しています。（表 1）
　デジタル機器の活用では、約 9 割
の委員がスマートフォンを持ってお
り、約 8 割の委員が LINE を使って
います。情報伝達等でスマートフォ
ンの活用が期待できます。（表 2）

表 2 デジタル機器の活用実態
１．スマートフォンを持っていますか

持っている 持っていない 今後持つ予定

490 24 3

２．ＬＩＮＥを使っていますか

使っている 使っていない 今後使う予定

439 75 2

図 2　民児協事務局や行政に期待するサポート

図１　民生委員活動で負担に感じること　 　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が
、
訪
問
や
災

害
時
対
応
、
地
域
行
事
、
支
援
者
の
見
守
り
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
対
象
者
の
高
齢
化
や
委
員
の
仕

事
と
の
両
立
、
委
員
の
担
い
手
不
足
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
や
支
援
範
囲
の
不
明
確
さ
に
悩
み
な

が
ら
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
が
浮
彫
に

な
り
ま
し
た
（
図
１
）。

　

委
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
も
、
情
報
共
有
と
守

秘
義
務
と
の
関
係
、
地
域
で
取
り
組
む
高
齢
者
見

守
り
体
制
の
強
化
、
委
員
の
担
い
手
確
保
に
向
け

た
体
制
整
備
な
ど
、
委
員
活
動
そ
の
も
の
の
見
直

し
を
行
政
・
事
務
局
に
期
待
し
て
い
ま
す（
図
２
）。
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松本市民生委員・児童委員協議会

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
み
ん
な
で
つ

な
ぐ
こ
ど
も
の
未
来
」
14
、
15
Ｐ

に
は 

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

と
し
て
「
こ
ど
も
に
と
っ
て
身
近

な
お
と
な
に
な
る
」「
地
域
の
関

係
・
支
援
機
関
と
つ
な
が
る
」
こ

と
の
重
要
性
が
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
私
が
民
生
委
員
に
な
っ

た
６
年
前
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
い
く

つ
か
の
活
動
が
自
粛
と
な
り
、
今

も
再
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ

る
。
活
動
が
精
選
さ
れ
た
の
は
い

い
が
、
こ
の
こ
と
で
民
生
委
員
と

子
ど
も
、
学
校
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
気
に

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
波
田
地

区
で
は
小
学
校
に
お
願
い
を
し
て

学
校
の
地
区
児
童
会
に
民
生
委
員

が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
子
ど
も
は
地

区
の
民
生
委
員
の
顔
を
知
り
、
民

生
委
員
も
長
期
休
み
に
行
わ
れ
る

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
や
ど
ん
ど
焼
き

な
ど
の
地
区
行
事
に
参
加
し
て
地

区
の
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で

子
ど
も
に
声
を
か
け
や
す
く
な

り
、
学
校
と
の
連
携
も
深
ま
っ
た

よ
う
に
感
じ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

参
考
に
し
て
「
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
」 
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

田
中 

公
男

波
田
地
区　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

■地区の様子 ■ ■ブロック研修会 ■

中山地区
〈高齢者健康のつどい〉
　布野えいじ先生のミニコン
　サート＆白ゆり会お弁当

 　６月19日

〇
河
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　
　
奈
川
文
化
セ
ン
タ
ー

夢
の
森
で
開
催
。
奈
川

獅
子
の
演
舞
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。　
６
月
14
日

〇
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　　
ザ
・
ラ
シ
ュ
ラ
ン
コ
ー

ト
で
開
催
。
成
年
後
見
人

制
度
に
つ
い
て
学
習
を
行

い
ま
し
た
。　
６
月
６
日

本郷地区　
　〈南郷ひろば音楽を楽しむ会〉
　ギター演奏と共にみんなで歌を歌いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　７月２日

〇
東
山
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　

四
賀
支
所
ピ
ナ
ス
ホ
ー
ル

で
開
催
。
朗
読
劇
「
ど
う
す
る

ご
み
屋
敷
」
を
見
て
、
各
地
区

の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。　
６
月
16
日

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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昨
年
11
月
、
長
野
県

民
児
協
連
合
会
主
催
の

「
令
和
６
年
度
民
生
委

員
・
児
童
委
員
全
体
研

修
」
が
県
内
４
か
所
で

開
催
さ
れ
、
松
本
会
場
に
は
近
隣
市
町
村

か
ら
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
で
全

国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
盟
１
０
０
周

年
事
業
委
員
会
委
員
も
務
め
ら
れ
た
上
野

谷
加
代
子
氏
（
写
真
）。「
地
域
共
生
社
会

づ
く
り
時
代
に
求
め
ら
れ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
役
割
」
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
役
割
を
も
て
る
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を

　
「
地
域
共
生
社
会
と
は
、
人
と
人
、
人

と
社
会
が
つ
な
が
り
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き

が
い
や
役
割
を
も
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
す
。
そ

の
実
現
は
、
だ
れ
の
た
め
で
も
な
い
、
私
た

ち
の
た
め
に
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

差
別
や
偏
見
か
ら
脱
し
、
人
の
こ
と
を
思

え
る
安
心
の
毎
日
を
保
障
で
き
る
社
会
を

実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
こ
の
地

域
共
生
社
会
の
ね
ら
い
や
内
容
を
お
年
寄

り
や
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

い
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

人
と
し
て
も
、
地
域
と
し
て
も
助
け
上
手・

助
け
ら
れ
上
手
に

　
「
長
い
人
生
、
助
け
る
こ
と
の
方
が
多
い

時
期
も
あ
れ
ば
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
の
方
が

多
い
時
期
も
あ
り
ま
す
。
ど
っ
ち
に
し
て
も

人
間
ひ
と
り
で
は
何
も
で
き
な
い
わ
け
で
、

だ
っ
た
ら
、
気
持
ち
よ
く
助
け
た
り
助
け
ら

れ
た
り
し
た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
」

　

し
か
し
、
そ
う
振
る
舞
え
な
い
人
、
し

た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
の
人
、
助
け
が

必
要
な
状
況
に
自
ら
気
づ
か
な
い
人
だ
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
、「
孤
立
さ
せ
ず
、
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
ず
、
地
域
と
し
て
助
け
上
手
・
助

け
ら
れ
上
手
で
あ
る
よ
う
に
し
て
い
く
の

が
務
め
だ
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
で
接
す
る
お
年
寄
り
に
は
、

助
け
ら
れ
上
手
に
な
る
こ
と
を
勧
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役

割
を
「
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
、
時
代
を

先
取
り
し
た
地
域
の
社
会
福
祉
活
動
の
中

核
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
」
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５ 

年
は
一
斉

改
選
期
で
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
紹
介
動
画
が
ア
ッ
プ
さ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
な
ど

困
り
ご
と
を
抱
え
る
住
民

と
行
政
や
町
会
な
ど
と
の

「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
そ

の
重
要
性
が
語
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
94
号
で
は
、
各
地
区

民
児
協
に
依
頼
し
た
改
選

に
係
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

状
況
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
様
々
な
情
報
配
信
が

あ
り
ま
す
が
、
委
員
の
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
現
状
と
将
来
と
を
見

つ
め
る
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。（
Ｓ
・
Ｙ
）

助
け
上
手
・
助
け
ら
れ
上
手
な
地
域
づ
く
り
を

白
板
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

藤
田　
正
雄

（主催者提供）（主催者提供）


